
「指導者自身が自然体験・生活体験が少なくなっている」というこれ
までの参加者の声から、体験を通してより専門的に学ぶ勉強会を企
画しました。

しが自然保育・里山保育に携わる方、
関心のある方、どなたでもご参加いただけます。

令和 8年度
幼児里山保育指導者

勉強会

＜主催＞（一社）びわ湖の森のようちえん～しが自然保育ネットワーク（滋賀県幼児里山保育指導者育成事業委託）

Facebook

園庭環境多様性指標１５項目や、森や自然がもつ特性をとらえ、
子どもたちが遊ぶ様子をみて、環境を構成するポイントを学びます。
子ども（人間）の育ちの視点だけでなく、命のめぐりの中に生きていることを感
じる体験を通して学べるようにフィールドにも出かけます。

令和８年 11月 30 日（月）9：30～ 16：00

せた森のようちえん活動フィールド びわこ文化公園と
あさがらののおうち

野外安全管理講習 Ⅰ 子どもの命を守る！ 自然保育×防災力アップ実践講座

森であそぼう♪ しが自然保育体験

講師：石田佳織 氏（園庭研究所・東京大学大学院教育学研究科附属発達保育実践政策学センター園庭調査グループ）

講師：渡辺直史氏（プラムネット株式会社 アウトドア共育事業部 統括リーダー）

子どもとつくる園庭×森や自然と子どもに学ぶ

内容日時

場所

内容

日時

場所

野外で災害から子どもの命を守るための基礎知識、防災
マニュアル（計画・発災～避難～引き渡し）や避難訓練
の見直しのポイントを最新情報に基づいて学びます。
また日頃の自然保育で培う力や大人の役割について考え
ます。

費用 3,000 円（テキスト代含む）

費用  ①無料 ②有料

費用 参加費無料

令和 8年 12月 18 日（金）
9：00～ 16：00

近江富士花緑公園ウッディルーム

日時

場所

内容 ①自然保育のブース内での展示と
　親子で体験コーナー
　（森のねんど、工作、森のお話タイムなど）
②午前と午後の 2回、森のようちえん体験
　（幼児向け、当日受付）
※詳細は、FB、インスタでご案内します。

令和 8年 10月 31 日（土）
水源の森オータムフェスタ（10：00 ～ 15：30）内

近江富士花緑公園植物園芝生広場＆森

自然体験が少なくなった子どもたち
にとっても身近な自然と触れ合い、
人以外の生き物も共に生きているこ
とが感じられる園庭。子どもたちの
心と身体、園庭自身も健やかに育つ
環境について考えましょう。

対象



https://forms.gle/Zzu8srmn9wt98jZV9
biwakonomori@gmail.com しが自然保育ネットワーク 事務局 （西澤）

「Ⅱ 小児救急法」【 国際資格 2 年有効】
事故が起こった際に、根拠をもって処置に
あたれるよう、救急法（一次ケア、二次ケア）
を学びます。 

令和 8年 12月 19 日（土） 
9：00 ～ 17：00

近江富士花緑公園ウッディルーム

「Ⅲ リスクマネジメント」【資格３年有効】
自然のなかで子どもが存分に遊べるため、
事故を防ぐため、リスクマネジメントの基
本手順を学びます。（リスクとハザード、法
的責任・注意義務等 フィールドワーク有）

令和８年 12月 20 日（日）
9：00～ 17：00

近江富士花緑公園ウッディルーム

＜上映会＞午前
森のようちえんや自然保育の子どもたちの様子を上映。スタッフが「残したい」
とカメラを向けるシーンには、必ず何か大事な学びのカケラがあります。『生
きているもの』とのつながりや葛藤、互いを受けとめ、共に生活をつくる営み
の映像を、コモンワールズ教育の視点から語ります。

＜交流会＞午後
特化型、一般型それぞれの認定園の横のつながり、また県内で自然体験活動、
環境教育、遊び場等に関わる人たちが出会い、課題の共有や情報交換をします。

令和 9年 1月 23 日（土）
10：00 ～ 15：00

びわこ地球市民の森

野外安全管理講習 Ⅱ 小児救急法（EFR-CFC）

野外安全管理講習 Ⅲ リスクマネジメント

＊しが自然保育認定制度認定基準研修

＊しが自然保育認定制度認定基準研修

しが自然保育上映＆交流会

講師：渡辺直史 氏

講師：渡辺直史 氏

講師：西澤彩木、林浩一郎（せた森のようちえん＆スキニシー学校）

内容

日時

場所

内容

日時

場所

内容

日時

場所

費用 8,500 円（資格申請、テキスト代など）

費用 7,000 円（資格申請、テキスト代など）

 安全管理は、子どもの行動を制限
するものではなく、勘や経験に頼
るものでもありません。しっかり
とチームで根拠をもって「保育の
現場」をつくることができ、子ど
もに自由に挑戦する場を保障でき
るものと考えています。

安全管理といえば、遊具や室内
の安全点検、そして救命救急法。
では野外では ? 幼児に特化し
たものは ? と始めた研修です。
野外、室内を問わず、保育の基
本に立ち返る大切な時間 に
なっています。  

お問合せ

お申し込み

費用 参加費無料


